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NIPR　News No」46Dec.1998,
所長再任にあたって
平 澤 威 男
'r－成10年12月1日 付 けを もっ て国立 極 地研究
所 長 を再 度拝 命 い た しま した.こ れ か ら2年 間 、
そ の職 務 をり1き続 き遂 行 してい くこ とにな り新 た
に身 を引 き締'めて 再 ス ター トい た しま した,
過 去4年 間 の 在 任111に日本 の 南極 観測`1礫は
40周年 を迎 え,本 研 究 所 は創 、itl25周年 を迎 え ま
した.
日本 南極観 測4011」年記 念 「ふ しぎ大陸 南極展 」
は'F－成9年7月 か ら4ヵ 月間,」二野 の 国 、シニ科学†1,事
物 館 で 開 催 され,30万 人近 くもの 入場 者が あ り
ま した.南 極 ドー ムふ じ観測拠 点 におい て氷床掘
削チ ー ムが2500m掘削快 挙 を成 し1丞げ,35万 年
前 までの地球 環境 の タイムカ プセ ル を会場 で 目の
あた りにす る こ とがで き,多 くの マ スコ ミに も取
り ヒげ られ大 きな話題 とな りま した,南 極 に対 す
る|日:の中 の認 識 を高 め るの に 大い に役立 った と、}
え ます.こ の 「南極展1は 現 在 も巡回展 と して全
国 各地の ひ と りで も多 くの 人 々に南極観測 を理 解
してい ただ こう と,順 次 開催 され てお ります.
去 る9JJ30日には本li牙究所 の25周 年記 念式 典
を開催致 しま した ところ,多 くの 方 々に ご出席 い
ニ と
た だ きま した.四 半lll:紀の 歴 史の ひと餉 に想 い を
馳せ ての懐 か しい 人々 との語 らい に感慨深 い もの
が あ り ま した.こ の2つ の 区切 りの 仕 事 を大 過





・第18回 南極地学 シンポ ジウム7次
・第21回 極地気水圏 シンポ ジウム8
■ 国 立 極 地 研 究 所 編 集 ・発 行 ■ 〒173-8515
くの方 々の ご指 導 とご助 力の賜 物 と厚 くお礼 申 し
ヒげ ます.
さて21iu:紀もい よい よ視野 に人っ て き ました.
本研 究所 創設 以来1両側 の庭 にあ りま したrm紅 他
数本の樹 木 を前庭 に移植 し,そ の 地 に 「南 極阻石
セ ンター」 を設 置すべ く11`揖こ取 りか か りつ つあ
ります.世 界的 な コ レクシ ョンで あ る南極1損石 を
研究 資料 と した惑 星科学 の研 究 はそ こで進 め られ
ます.
また 南極 条約 協議 会会,i義(ATCM)では 環 境
保護 議定 書が 発効 したの に伴 い,環 境 保 護委 員 会
(CEP)が発 足 しま した.本 研 究所 で も1j磯部 に
環境 影響 企画弓ミを置 き環境 保 護へ の取 り組 み を強
化 して お ります.
時局の 要請 が もた らす 避 けて通 れ ない現状 の変
化 に適 切 に対 応 した い と考 えて お り ます.「時 代
の変曲点 」 に 、'tlち,本研 究所 の針路 を見据 え,転
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りません.十 分な役割 を果た したい と覚悟 と情熱
を持って適進ずる所存ですので,皆 様方の ご支援





は大学共 同利用機関)と して創設 された本研究所
の創立25周年 を記念する式典が、9月30日(水)





に際 して一南極 における 日中共 同研 究の歩み一」
と題 して講演 され,出 席者 に深い感銘 を与 えた.
式典 は,平 澤所長の式辞で始め られ,続 いて森
田健作文部政務次官,秋 本俊一本研 究所評議員会
会長,清 水良一統計数理研究所長並びに岡野澄本
研究所顧 問か ら祝辞が述べ られた.そ の後,南 極
昭和基地 と映像 を交 えた交信が行 われ,森 田政務
次官 と澁谷和雄第39次南極地域観測隊長 との絶
妙 な会話 に会場が湧いた.
最後 に,有 馬朗人文部大 臣,佐 藤禎一文部事務
次官,　SCAR　(南極研究科学委員会)会 長Rut-
ford博士等 か らの祝電が披露 された.式 典終了
後,研 究成果 の展示 も含 む施設見学が行 われた
後,講 堂にて懇親会が 開かれ,出 席者 は四半世紀
の時の流れをかみ締め盛会 のうちに終了 した.
所長式辞
本 日は,文 部省の政務次官森田健作先生は じめ
政府関係機関の方々,国 立大学長,大 学共同利用
機 関の長は じめ多数の来賓の方々,ま た極地研究
に携わる全国の研究者の方々の ご出席 を賜 り,当
国立極地研究所創立25周年記念式典 を挙行で き
ます ことは,深 く光栄 とし,こ の うえもない喜 び
とする ところであ ります.高 い ところか らではご
ざいますが,研 究所を代表いた しまして,厚 く御
礼 申し上げます.皆 様 も御承知のように,当研究
所 は昭和48年9月29日この板橋 区加賀の,ま だ
灘驚撤脱離 護鞭こ墨 ●
廠 の頑強な建物の中に所長室が置かれ,今 は亡 き
永 田武先生が初代所長 に就任 され,プ レハブの事
務棟 とともに極地 に関す る科学 の総合研究及び極
地観測 を行 うこととしてス ター トしたことが,昨
日のことの ように蘇 ってまい ります.
当初,研 究系4部 門,資 料系2部 門に管理部2
課6係 及 び事業 部1課2係,総 職 員約50名で船
出を致 しました.極 地研究所は,そ の後広 く各方
面からの御理解 と御協力 を得つつ,日 本の南極観
測事業の更 なる発展と極地研究の推進 に努めてま
い りま した.そ の結果,昭 和基地 も近代化 され,






劃 岬 ンターを創設,さ らに高
度情報化時代 に対応する
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立され ました.
また,総 合研 究大学院大学の基盤機関 となり後
継研究者 の養成 を図 り,事業部に環境影響企画室
を新設 して南極条約議定書 に即応する体制 を確立
させ ま した.現 在職員数 も当初 に比べ3倍 とな
ってお ります.
現在の ような発展 を遂げ られ ましたことは,本
日御列席 の来賓の方々の御指導,御 鞭捷,歴 代 に
わたる所長や極 地研究所員一同の弛みない努力の
賜 と存 じます.御 厚意 と御支援にただただ感謝す
るばか りで ございます.今 後,国 際化,情 報化 は
一層進展することが予想 されます.科学技術の変
革な ど社会の様々な局面において,広 範かつ急速
な変化 も考え られます.こ れらに応 えるため,国
際社会 に活躍で きる人材の養成に努め,学 術各分
野 を通 じて国際共同研究を推進 し,国際社会に貢
献 してい くことが極 めて重要な課題 と考えます.
極球研究への参加国の数 も四十数か国に増えて
きてお り,国立極地研究所 は我が国におけ る極 地
研 究の中心であると同時に,世界に も貢献 できる
極域研究の拠点 と して,その任務は今後 ます ます
増大する と考え られます.所員一同,この25周年
を契機 に心 を引 き締めて,国際共同研究 の推進 の
動 きを見据 え,多様化 し急速に変化す る国際情勢
への対応 に,今 後 も一層の努力 を致す所存でお り
ます.本日,御列席の皆様方 には,今後 とも当研究
所の発展のため変わ りませぬ御支援 を賜 りますよ
う,よろ しくお願い申し上げて式辞 といた します.
政務次官祝辞
本 日ここに,国 立極地研 究所創立25周年記念
式典が挙行 されるに当た り,一言お祝 いを申 し上
げ ます.
国立極地研究所 は,極 地に関する科学の総合研
究及び極地観測 を行 うことを目的 とす る大学共同
利用機関 として昭和48年に設置 され,以 来,南
極観測や近年の北極観測における我が国の中核機
関 として,先 端的研究 を担 ってこられました.
この間,観 測の実施 とその成果 を用いた共 同研
究 ・共同利用 として,オ ー ロラ研 究,陽 石研究,
オゾンホール発見 を始めとする地球環境分野の研
究,ま た,近 年の2500mの氷床ボー リングの成





を実施 しつつ,高 い研究水準を維持 し,着実 な発
展 を遂げ られ,こ のたび創 立25周年 を迎え られ
ましたことは,歴 代所長をはじめ関係 の皆様のた
ゆみない御努力の賜 であ り,心 から敬意を表す る
次第であ ります.
地球が年々狭 くなり,地 球環境の問題は我々に





トーク氷床湖 の例 にみ られ ま




分に生か しなが ら,今 後 とも
世界 をリー ドする画期的な研
究成果を挙 げられることを心
か ら期待 してお ります.
本 日,御 列席の関係各位 に
おかれ ましても,な お一層の
御支援 を賜 ります ようお願い
申しあげます とともに,国 立
極地研究所の ます ますの御発
展 を祈念いた しま して,お 祝
いの言葉 といた します.
一3一
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者総 数 は100名前後 であ る.
.・㍍.毫 会議 場 におい ては議長席 に
}「
.、Ll逼 向か っ て右 側か ら時 計 回 り}こ
アルフ ァベ ッ ト順 に メ ンバー
が並 ぶ慣 習であった.従 って,
議長 の 右側 が アルゼ ンチ ンで
あ り,左 側 が米 国ない しウル
グア イで終 わ る こ とに な り,
両 者は いつ も向か い合 うこ と
にな り,ま た,米 国は英 国 と
隣 合わせ とな って しま う,と
の 指 摘 が2-3年 前 に な さ
れ,現 在 は毎会合毎 に ひ とつ
ずつ メンバーが移動す る方式
を採 用 してい る(写 真4).
本 委 員 会 議 長 のD.Bock
(ドイ ツ)氏 に よ り第17回 年次 会 合 の 本 委 員 会
が 開会 されたが,開 会 にあた りメロの違法操 業 問
題 の 大 きさが指摘 され た.ま た,引 き続 き昨年 同
様,タ ス マ ニ ア 州 総 督　(Guy　Green名誉 卿)の
挨 拶 が 行 わ れ,総 督 は 昨 年 以 上 に 強 いLl調 で
CCAMLR水 域 で の 違 法 操 業 に つ い て 触 れ,
CCAMLRと して の対 応 に大 き く期待 を寄せ る発
言があ った.ま た,総 督 は西 暦2000年に計 画 さ
れ て い る オ キ ア ミ.一斉 共 同 調査 へ の 興 味 を示 さ
れ,こ の 調査 が 成功 しオキ ア ミ資 源管 理 の基 盤 が
構 築 され るこ とを希 望 した.
総督 の挨拶 に代 表 され る よ うに,本 会合 の大 き






































写真4.本 委員会と科学委 員会が開かれる会 議場
つ///;
.一・♂
方 オキ ア ミにつ い ては主 た る
論争 は無 く今 後の計 画が トピ
ックスであ った.ま た,会 議
の要所要 所でCCAMLRと 南
極条約 システム との 関係 につ
い て 英 国 が 何 度 か 発 言 した
が,南 極 条約 ・環境保 護議 定
書が 国際的 に発 効 して か ら最
初 のCCAMLR会 合 に あ た
り,今 後のCCAMLRの 焦 点
を どのあ た りに設定 す るのか
を暗 示 す る動 きが 感 じ られ
た.
本委 員 会 の 冒頭 にお い て,
オブザ ーバ ー と してのモ ー リ
シ ャ ス と ナ ミ ビ ア が
??
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CCAMLRの 常 置委 員会 の一 つ であ る 「監視取 締
委員 会(SCOI:　Standing　Committee　onObserva-
tion　and　Inspection)に出席 す る手 続 きにつ い て
ひ と悶着 あ っ た.昨 年 の 第16回 会合 の報告(極
地研 ニ ュ ース140号)に 書 い たが,　CCAMLRで
はオブザ ーバ ーの扱 い が南極条 約協 議 国会議 とは
異 な り,国 際機 関の オブザ ーバ ーの扱 い に微 妙 な
点 があ る.今 回 は手 続 き規則 を改正 し,非 政 府 オ
ブザーバ ーの参 加 は認 め ない と した.か く して常
置 委員会 への 非締約 国の オブザ ーバ ー参 加が 認 め
られ た.し か し,本 会 合 のSCOIで の 議 論 の様
子 が非政 府 オ ブザ ーバ ーの ホ ームペ ージ に流 れ る
とい う ことが起 こ り,非 政府 オブザ ーバ ー に対す
る 自粛が 求め られたが,メ ロの違法 操業 に関す る
非 政府 オ ブザ ーバ ーの 関心 の強 さを物語 る もの で
もあ っ た.
科 学委 員会 で はD.Miller博士(南 ア フ リカ)が
議 長 をつ とめ議事 が進 行 した.先 ず,昨 年 の漁獲
統 計報告 と来 漁期 の漁 業計画 及 び規 制措 置 の検討
が 行 われ た.
ナ ンキ ョクオキ ア ミの1997/98年漁期(1997年
7月1日 ～1998年6月30日 の 間)の 総漁 獲 量 は
80,802トンで前 漁 期 よ り2%減 少 した.内,日 本
が 昨年 よ り約5,000トン増 えて63,233トン,残 り
が ポー ラ ン ド(15,312トン),韓 国(1,623トン),
英 国(634トン〉 で あ った.前 漁期 に ウ クラ イナ
は約4,000トンを漁 獲 したが,今 漁 期 はオ キ ア ミ
漁 業 を取 りやめ た.来 漁期 もこれ らの漁業 国 はほ
ぼ 同 じ水 準 の漁獲 を計 画 してお り,そ の他,ウ ク
ライナ と ドイ ツが来漁 期の オ キア ミ漁 業計画 を示
した.
魚類 の1997198年漁期 の総漁 獲 量 は前漁 期 よ り
8%増 え,合 計11,419トン(内,99%が マ ゼ ラ
ンア イナ メ,通 称 メ ロ)がCCAMLR加 盟 国 よ
り報 告 され た.沿 岸 国 に よる200海里 内で の漁
獲 量 を加 えたマ ゼ ラ ンアイナ メの総 漁獲 量 は昨年
よ り約15%減 少 し,27,908トンで あ っ た.そ の
他 にモー リシャスや南 アフ リカでの水揚 げ情 報 や
違 法 船の視認 情報 か ら,規 制外操 業等 未報告 の漁
獲 量 が見積 も られ るが,前 漁期 に比べ 大幅 に減少
し,22,415～25,503トンと推 定 され た.
その他 の漁 業 は,前 漁期 同様,カ ニの漁獲 報告
はな く,イ カは韓 国 と英 国が共 同で新 規漁業 と し
て1隻 が53ト ンを漁獲 しただ けであ った.
1997/98期には マ ゼ ラ ンア イナ メ新 規6件,イ
力新 規1件,マ ゼ ラ ンア イナ メの 開発 漁業4件 の
合 計11件 が ウ クラ イナ,南 ア フ リカ,ニ ュー ジ
ー ラ ン ド,ノ ル ウェ ー,チ リ,ウ ル グア イ,オ ー
ス トラ リア,ロ シア,ウ クラ イナか ら申請 され た
が,ニ ュー ジー ラ ン ドと南 ア フ リカの開 発漁業 が
それ ぞ れ41ト ンと1ト ン を漁 獲 しただ け で,実
際 に漁業 が行 わ れた もの はほ とん どなか った.来
1998/99年漁 期 には マゼ ラ ンア イナ メ新規 漁 業 と
して フラ ンス,南 ア フリ カ,ス ペイ ン,ウ ルグア
イ,開 発漁業 と して韓 国,英 国,オ ース トラ リア,
フ ラ ンス,南 ア フリカ,ニ ュー ジー ラ ン ド,が 申
請 された.
また,科 学 委員 会の大 きな活 動の 一つ は生態系
の モ ニ タ リング と管 理で あ り,生 態 系監視 モ ニ タ
リング作 業 グル ープ によ りい くつ かの報告 が な さ
れ た.南 極半 島や サ ウス ・オー クニ島水域 にお け
る表 面海 水温 の 温暖 化傾 向が 指摘 され た.ま た,
南極 半 島域 の冬期 間の海氷 張 り出 しの変動 とオキ
ア ミ加 入 量変 動 の相 関 が議論 されて い る.ま た,
引 き続 きオキ ア ミ漁場 とアザ ラ シ ・ペ ンギ ン等 の
捕 食者 との オーバ ー ラ ップ につ い て検討 が行 われ
て い る.
しか し,現 時点 のオ キア ミ漁獲 量が推 定資 源量
に比べ極 め て低 い水準 にあ るため,実 質 的な規制
が存 在 しな いため,新 たな管理措 置 は提 案 され な
か った.そ れ よ りも,現 在 の オキ ア ミ資源量 はか
あ
つ ての 国際バ イオ マス研 究 計画 に おい て推定 され
た もの であ り,見 直 しの必 要性が 常 々叫 ばれてお
り,西 暦2000年(1999/2000年の 夏期 シ ーズ ン)
の一 斉 国際共 同調査 の進め 方 に関心が 集 まって い
る.
一 斉調 査 は 日本 ,米 国,韓 国が 中心 とな り,オ
キ ア ミの主 要漁 場 であ る第48海 区 の オキ ア ミ資
源 量 評 価 が 主 目的 で あ る が,　SCOR(Scientific
Committee　onOcean　Research:海洋研 究 科 学 委
員 会)の 主 導 で あ る南 大 洋GLOBEC(Global
Ocean　Ecosystems　Dynamics)計画 の一 翼 を担 う
もので もあ り,現 在 詳細 な共 同研 究実行計 画が検
討 さ れて い る.日 本 か らは水 産 庁 所 属 の 調 査 船
「開洋丸 」が 準備 を進 め てい る.
科 学委 員会 議 長の任 期 が本 会 合で 切 れ るので,
次 期 議 長 の 選 出 がお こ なわ れ,現 議 長 が 再 任 さ
れ,1999年の第18回 会 合 と2000年の 第19回 会
合 の議 長 を務 め るこ ととなっ た.
11月2日 か らの第2週 は本 委員 会 が再 開 され,
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先 ず 第1週 に行 わ れ た 科 学 委 員 会 の 報 告,同 様
に第1週 に ひ らか れ た 常 置 委 員 会 で あ る 「監視
取締 委 員会」,「財 政運営 委 員会(SCAF:　Standing
Committee　ofAdministraion　nd　Finance)」関連
の議事 が進 行 した.福 地 は科 学委員 会報告 の 後帰
国 した が,日 本 側 出席者 及 び帰国 後 に届 い た報告
書 に よ り経 過 を以 下 に ま とめ た.
メ ロ違 法,規 制 外,無 報 告操 業へ の対 策 と し
て,(1)貿 易 関連 の措 置,　(2)　VMS(VesselMon-
itoring　System:　人工 衛 星 に よ る漁 船 の位 置 を
自動的 にモ ニ ターす る システ ム)の 導入 が とられ
た.(1)はCCAMLRの 保 存 措 置 に従 った 漁業
者 に よる漁獲 物 に漁獲証 明 を添付 し,違 法 な漁獲
物 の輸 入 を制 限 し ようとい う提案 が な され た.し
か し,各 国の思惑 があ り,本 会合 での合意 は な く,●
引 き続 き作業 部会 に よ り検討 す るこ ととな った.
一方(2)の 導 入 は合 意 され ,2000年12月31日
まで にメ ロ漁船へ のVMS装 着が義務付 け られた.
本 会 合 には2年 振 りにSCARか ら正 式 に オブ
ザ ーバ ー が出 席 し,第25回SCAR総 会 や 関連 の
活動状 況 がE.　Fanta博士(ブ ラ ジル)か ら報告
され た.し か し,英 国 か らCCAMLRと の密 接
な 関 係 が 重 要 で あ るSCARの 活 動 につ い ては,
更 に 内容 を充 実 す べ きで あ る との指摘 が な され
た.ま た,今 年 か ら南極 環境保 護議 定書 が発効 し
た こ とに伴 い,環 境 保 護 委 員 会(CEP:　Commit-
tee　of　Environmental　Protection)が公 に活動 を開
始す るこ とを取 り上 げ,　CCAMLRが 単 な る一 漁





求め られた.　CEPの発足 によ り,　CCAMLR科
学委員会の議長がCEPに オブザーバー として出
席するようにとの要請がきていることが紹介 され
た.一 部の 国か ら科 学委 員会 議長 のみで な く,
CCAMLR事務 局長 もCEPへ出席すべ きではな
いか と提案 されたが,英 国か らCEPの タス クは
あ くまで科学的な検討が中心 となるから事務局長
は不要であると断言 された.こ れ ら一連の英国の




開 されるべ き内容 とそ うで な い部 分 との整 理,ま
た,デ ー タ等 の機 密性 につい て意 見が かわ された.
ち な み にCCAMLRの ホ ー ム ペ ー ジ は
"http:〃www.ccamlrorg"であ る.既 に本 会合 の 議
事 録が 公 開 され てい る.
本 委 員 会 は次 期 議 長 国 と して イ ン ドが 選 出 さ
れ,ま た,次 回会合 を1999年10月25日か ら11






された.参 加者 は2日 間 を通 して80名.発 表件
数は,口 頭発表43件,ポ ス ター発表15件であっ
た.
初 日20日の午前 は,固 体地球物理の セ ッショ
ンが行われた.主 に昭和基地で観測 された超伝導
重力計のデータ,お よびリュツォ ・ホルム湾周辺
で得 られた地震 のデー タによる地震波構造,　GPS
や衛星の観測による氷床変動な どの発表が行われ
た.ま た,こ のセッションでは,南 極観測支援衛
星 「はやて」の概念に関する発表 も行われた.
20日の午後は,主 に地質関連の発表が行 われ
た.前 半は高温変成作用の岩石学 ・鉱物学のセ ッ
ションで,主 に リュツ ォ ・ホルム湾お よびセルロ
ンダーネ山地から得 られた岩石サ ンプルについて
の岩石学 ・鉱物学的見地か らの発表が行われた.
その後,ポ スター説明をはさんで,後 半はナ ビァ
岩体の超高温変成作用 のセ ッションが行 われた.
このセ ッシ ョンでは現在行われてるSEAL計画
によって得 られたナ ピア岩体 に関する発表が行わ
れた.特 に,昨 年 の第39次観 測で調査 され た,
トナー島での結果 を中心 に,ナ ピア岩体の地 質,
変成作用,年 代等の発表が行われた.
2日 目21日の午前の前半 は,1998年3月25日
の南極地震 と南極 プレー トのセ ッションが行 われ
た.こ のセ ッションは,1998年3月25日に起 き
た巨大な南極地震 に焦点をしぼ り,こ の地震の震
源過程およびその解釈や現在の南極 プ レー トの運
動や応力場等 に関する発表が行 われた.こ の地震
は,現 在知 られているプレー ト内地震 としては最
大級の ものであ り,地震活動の少ない南極プ レー
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ト内での地震 というこ とで,現 在 この地震の解釈
に関 しては大 きな問題 となっている.こ のセ ッシ
ョンで も活発な議論 が行 われたが,今 後の更なる
観測,解 析が必要 という認識を得 た.後 半は,海
底の地学のセ ッションで,昨 年白嶺丸 によって得
られた南極半島北方海域 のデー タに関する発表お
よび南 イン ド洋のゴン ドワナ分裂 にかかわるテク
トニ クス等 の問題点に関す る発表が行 われた.
21日午後 は,地 形 と第四紀環境変遷 のセ ッシ
ョンが行われた.前半は,リュッォ ・ホルム湾域の
海成堆積物の分布,化石や年代 を元に,最近問題 に
なっている氷床 変動等 に関する発表が行 われた.
後半は,リ ュツ ォ ・ホルム湾以外の地域の地形や
堆積物,ま た南極大陸全体 の氷床融解 モデルや南
極周辺の14C年代測定 に関する発表が行われた。
地形 と第 四紀環境 変遷 のセ ッシ ョン終 了 後,
「地学 ・南極観測将来計画 について」総合討論が
行われ,今 後の南極での地学の観測 に関 して議論
され た.
また,ポ スター発表に関 しては,ゴ ン ドワナが
形成 されていた時代 に東南極大陸 と接合 していた
イン ドやス リラ ンカの地質 や年代等の発表か ら,
South　Shetlandの古 環境,ロ ス海 の海底 地形,
リュツ ォ ・ホル ム湾周辺域 の地球物理 的観測等
様 々な発 表が行 われた.
全体を通 して,多 岐 にわたる発表が行 われ,そ






で あった.大 きな分野毎の内訳 は大気分野が56
件,雪 氷分野が39件,海氷 ・海洋分野が11件で
あ った.こ こでは,全 体を包括的にまとめる より
も,い くつかの代表的なテーマに絞って報告を行




ルバルにおけ る氷河観測の報告な どがあ った.
発表件数が特に多か ったの は大気分野のエ アロ
ゾ ル関連 の研 究成果で25件と大気分野の発 表の
半分近 くを占めた.下 記 に述べ る氷床 コアの分
析 ・解析において もエアロゾルを対象と している






(雲核)と しての役割 であ った。言 い換 えれば雲
を作 るための過程である.降 水形成のうちの物理
過程だけを議論する上 では,こ こでエアロゾルの
役割 は終わ りであった.し か し,エアロゾルの3
次元的分布が降水の形成量(降 水量)に 影響 を与
えた り,雲の形成やエアロゾルそのものの分布が
地球の放射収支(地 球 と宇宙 との闇のエネルギー
の収支)に 影響 を与えることに着目されるに至 り,
地球の気候 にとって重要な量の一つ と認識 されて
きている,
オゾン層の破壊の直接的原因はフロンが触媒作
用をすることであるが,極 夜期 を通 してオゾン破
壊に対 して有効 な状態 のフロンが維持するために
極成層圏雲(PSCs)と呼 ばれ るエ アロゾル層が
発達するこ とが不可欠であ ると考 えられてい る.
一般的な環境では フロンと反応するはずの窒素酸
化物が,極 低温下の南極上空の成層圏では極成層
圏雲 に取 り込 まれて しまいフロ ンがオゾ ン破壊可
能 な状態 で維持 される.1997年に ドームふ じ観
測拠点で行われた世界で初めての南極内陸での極
成層 圏雲の通年観測(ラ イダー,エ アロゾルゾ ン
デによる)の 成果発表 では,10月にオゾ ンホ ー
ルが形成 され るよ り遥か前の6月 頃か ら厚い極
成層圏雲が形成 されることが示 された.そ の時,
フロンを蓄積 しは じめたこ とを示唆 している.ま
た,極 成層圏雲の濃淡には対流圏に起 こるブロ ッ
キングの影響 が見 られるこ とも新 しい発見 として
報告 された.
ここ数年の もっとも注 目される研究成果の一つ
は過去の気候変動の理解 を目指 した ドームふ じ深
層氷床 コアの解析 であろう.今 回のシンポジウム
では16件とい う非常に多 くの興味深い発表があ
った.本 年4月 に第38次観測隊が持 ち帰 ったコ
ア を加えて,過 去35万年 にあた る2500m分のコ
アサ ンプルの解析結果の概要が報告 された。現段
階では,こ の35万年の 間に3回 程度 の氷期 ・間
氷期サイクルが読み取れている.
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火 山灰層 の解析か らは4年 以上 に渡 りエ アロ
ゾルが降 り続いたことを示唆するシグナルがある
な ど,28層の大 きな火山噴火を示唆す る層が見
つかっている.ま た,既 に解析 が進んでいるボス
トー クコアの結果(38層の顕 著 な火山噴火層)
と比較すると,こ れ ら顕著 な層の うち同一時期 と
して解析 される層は6つ しかな く,地 球全体 を
エアロゾルが覆 うような南極から離れた場所での
大 きな火山噴火(こ の6つ の層 に対応)と,南
極に隣接 し局地的な影響のみ を引 き起こす火山噴
火があ るこ とが示唆 される.
ドー ムコアの解析 に伴 って開発 された新 しい手
法の紹介,そ の結果が報告 された.こ れらの重要
性 は,コ アデー タか ら気候変動への解釈を進める
だけでな く,こ れまで仮定 を置かざるを得 なか っ
た内容(例 えば氷床 中での物質の拡散の問題)に
対 しての科学的な根拠 を与 えることである.そ の
一つが,こ れまで行われて きた直流 による電気伝
導度 に比較 して交流による電気伝導度を調べた結
果である.交 流電気伝導度の ピークは深 さととも
に減衰 しブロー ドになることが見出 され,物 質の
拡散の様子が伺 える.直 流電気伝導度には この変
化は明瞭に現れてはこない。
海洋関係では,流 れの場が よく知 られていない
中層水(1500mくらい)の 中層 フロー トによる
観測結果が報告 された.南 極発散域におけ る低気
圧性循環が中層 に達 していることが示唆 された.
この流れの構造が川頁圧的なのか傾圧的なのかなど
の構造 については今後の課題であろう.ま た,最
近のオホー ツク海の集中観測 に関連 した海氷研究
の発表が 目立った.
北極圏環境研究セ ンターが中心 となり進めてい
る第1回 の長距離航空機観測の研 究成果 の一部
も発表 された.大 気 中のエアロゾル,微 量気体成
分,雲 分布 を総合的に観測 し,成 層圏 と対流圏間
の大気 ・物質の交換 の実態 を捉えることを目的 と
す る観測である.
36次～38次の3年 間続い た ドー ムふ じでの越
冬観測の成果 を反映 して,ド ームふ じに関連 した
内陸の研 究成果が特 に多 かったことを付 記 した
い.ド ームふ じの コア解析,ド ームふ じと昭和基
地 間の内陸旅行 中の観測成果を含めて36件の発
表があった.た った3年 の越冬 を実現す るため
に どれ ほ どの時間 と労力 を要 した ことであ ろう
か.コ アの解析結果に加 えて,し ば らくは日本発
の内陸に関する新 しい研究成果が次々に出て行 く
ことが予感 される し,そ れこそが内陸越冬 に関わ
った関係者 の期待する ところであろ う。
コア解析 を進めているグループはさらに掘削を





持ち,将 来に詳細な観測 を行いたい希望 を持 って
いる.
一方,南極氷床の酒養 ・消耗過程の理解は大変
興味深 く,気 候 変動の観点か らも意義深 い.特
に,内 陸の極夜期にはダイヤモ ン ドダス トによる
酒甕が大 きな貢献 をしていそうである.表 層や深
層の氷床内部構造の研究 を得意 とするグループと
大気 中の水蒸気 の分布や大気循環の研究を得意 と
するグループが同一の席上で議論出来 る気水 圏シ
ンポ ジウムの役割はこれか らも大 きいだろ う.
第41次観測隊長 ・副隊長決まる
11月13日に東條会館で第113回南極 地域観測
統合推進本部総会が 開催 され,第41次 南極地域
































第40次 南 極 地域 観 測 隊 を乗 せ た南 極 観 測 船
「し らせ 」 は,　Il月14日正 午,家 族 や 関 係 者 多
数の 見送 る なか,東 京港晴 海埠頭 か ら南 極へlf・]け
無事 出発 した.
第40次 隊 は,12月.ヒ旬南 極 圏 に 入 り,中 旬 に
は ア ム ンゼ ン湾 トナー 島 に地 学 調 査 隊 と2機 の
観 測 川 小 型 ヘ リコプ ター を送 り込 ん だ 後,12月
.ド旬
には,夏 期 建設 要員 と物資 を昭和 基 地へ輸 送
す る.昭 和 基 地接 岸 の後,観 測 ・設営 の資材890
トンを輸送 す る と と もに300kVA発電 機 の 設 置,
通 路建 設,111居住 棟移 設 な どの夏期 建 設作 業 を行
う,
夏 期 観測 では,第1HFレ ー ダー改 修 とMFレ
ー ダーの建設 ,回 収気 球実験 潮位 計 の設 置 な ど
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を行 う.ま た,昭 和基 地周辺 の野外調査 として
は,ラ ングホブデにおけるペ ンギ ン生態調査や潜
水 による湖沼調査,リ ュツォ ・ホルム湾沿岸露岩
域 における各種調査観測のほか,ド ームふ じ観測
拠点 までの雪氷観測旅行 を行 う.
越冬観測では,気 象,電 離層,潮 汐などの定常
観測及びモニタリング研究観測 を継続 し,ま た,
プロジェク ト研究観測 として,宙 空系 の 「南極域
熱圏 ・中間圏へのエ ネルギー流入 と大気変質の研
究」,気水圏系 の 「極域大気一雪氷一海洋圏にお
ける環境変動機構 に関する研究」,地学系の 「南
極大 陸の進化 ・変動 の研究」,生物 ・医 学系 の
「南極環境 と生物の適応 に関する研 究」 などの観
測 を行 う.設営面では,年 間を通 して昭和基地施
設 ・設備の保守 ・運用 を行 うとともに,ド ームふ
じ観測拠点及びや まと山脈への内陸旅行な どをサ
ポー トする.
第39次隊 と第40次隊の交代 は,2月1日 を目
途 に行 う.「しらせ」 は,2月 上旬 アム ンゼン湾
に向かい,往 路派遣 した地学調査隊 を収容の後,
再 びリュツォ ・ホルム湾に戻 り,昭和基地 に残 っ
た隊員 を収容す る.さ らに,海 洋観測 などを行い
つつ帰途につ き,4月中旬,東 京に帰港する予 定
である.
なお,第39次 越冬隊,第40次 夏 隊は3月28
日に シ ドニ ーか ら空路 帰 国す る.
観測隊便り
10月の天候 は雪,曇 天 の 日が多 くす っき りし
ない月であった.野 外活動 は,曇 天の中ラングホ
ブデ,ス カルブスネスの地学調査,海 洋観測等が
お こなわれた.ま た,16日にはや まと,ベ ルジ
カ山脈 阻石調査隊8名 及 びみずほ旅行 隊6名 が昭
和基 地 を出発 した.28日にや まとベ ルジカ山脈
阻石調査隊が使用 している雪上車が走行不能 とな
る トラブルが発生 した.以 後,計 画続行のための
編成作業が,あ わただ しく行われた.
生活面では,一 時期多 くの隊員が野外観測に出
たことによ り,基地残留者 も半減 した.基 地では
20名の隊員がひっそ りとした生活 を送った.
また,24日にはみず ほ旅行隊が帰 還 し,賑 わ
いを増 した基地では,西 オングル大池でのカー リ
ング大会や手作 りハム,ソ ーセージ等の料理講習
会なども行 われた.ま た,太 陽光発電装置 も順調




南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
昭和基地(Syowa89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealeve])　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度 　(Mean　relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed>　 (m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
Wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)















1月 か ら の オ ー ロ ラ 観 測
オ ー ロ ラ は南 北r両極 域 の 礒2気緋:度65°を 中
心 と したい わ ゆ る オ ー ロ ラ帯 に現 われ や す い
こ とは よ く知 られ てい る.南 北1ド球 の オー ロ
ラ帯 は」也球磁 場 が つ くる磁 力線 で結 ば れ 一(お
り,磁 力線 で結 ばれ た 南北 半球 θ)2地点 は磁
気 共 役点 と呼 ば れ る.磁 気!{こ役 点 で は南 北 同
時 に対 称 な形の オー ロ ラが 見え る ことが あ る,
これ はオ ・-Uラ粒子 が 地球 磁 気 圏 夜111|1赤道域
にあ るプ ラ ズマ シー トか ら磁 力線 に沿 って 同
時 に南 北 両極 に降 り注 いで くるためであ る.し
か し磁 軸 ヒ笛道 面の 成 す 角 度の 変 化,地 球磁
場 や 太 陽 風磁 ユ易,あ る い は 超 高層 大気 組}友の
南 北 非 対 称'1.生に よoて 必ず し も南 北 共 役点 に
現 れ る オ ・ーロラの相 似1生は 高 くない,
話 は変 わ って2003年に||本で 初めて の本 格
的 月探 査 衛 星S卜ILENE　(セレ・一ネ:ギ リ シ
ャ 神r活の 月 の 女 神)力 斗 」'ち1..げら れ る,
SELENEは 月 の 表 面組 成,地 形,磁 場,屯
力場,フ ラ ズマ 環 境 等,　llにJlの科学 を研 究
す るた め に,全 部 で13の 観測 機 器が搭 載 され
て い る.そ の 中 で1つ だ け ・風 変 わ っ た機 器
が あ る.ソ.ラ ズマ イ メー ジ ャー　〔UPPで あ
る.こ の 機 器 だ け は 月 を巡 る軌 道 十.にあ りな
が ら 月 を 見 ず,常 に 」也」求 を1司い て い る.
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SEI.ENE　 UPIは2台 の 望 遠 鏡 で 構 成 され
る.1台 は 極 端 紫 外 光 を 使 っ て 地 球 の プ.ラズ
マ 圏 を撮 像観 測1『」重る こ と を 日的 と し,も う1台
は1[「視.光の オ ー ロ ラ や 大気 光 に 含 まれ る 輝 線
ス ペ ク トル の 波 長 に 合 わ せ た フ ィル タ 一ーを 備
え,オ ー ロ ラ や 大 気 光 の グ ロ ー バ ル な 分 布 を
観 測 す る.
月 か ら地 球 を11兆め る と ど の よ う に 見 え る で
あ ろ う か?地 球 の 周 りを 周 回 す る 低1りL道衛 星
〔高 度300kmlで は ・度 に 見渡 せ る 簸 川 は 地 球
の'1',球の わ ず か4.5%で あ り,赤 道 ヒ空 高 度
36000klnにあ る 静11:衛星 で さえ も'i'・球 の85%
しか 見 え な い.こ れ に 対 して380000km隔 た
')たISから は 地 球 の'「り求の 約98%を ・望 で き
る.特 に軌 道 傾 斜・角 が/1・さ い 地 球 拮][11[衛1川で
は 見 え に くい 極 地 力'が月か ら は よ く 見 え る,
SELENE　 UPIは この よ うな 衛 星 ・軌道 の 特
徴 を 生 か して 南 北 「[「r仁卜球 の オ ー ロ ラ什 に現 れ
る オ ー-1-1ラを同 時 に撮f象rl重る こ とが で きる,地
卜.共役 点 鶴 川rlでは しば しば 天候,.共 役 、[.E.110.)移
動,観 測 機 器 特'1.生の 違 い く:tl;の田}題に悩 ま さ れ
る が,月 周 回 衛 星 か ら の 観 測 で は そ れ ら の 問
題 は ・雪気こ解1尺さiしる.こ れ まで 衛 星 術.11il11」:こ
よ ・・て 南 北Ililj極」⊥1kのオ ーuラ を 同 時 に1枚 び.)
画 像 にお さめ た 例 は ほ と ん どな く,　SELENE
UPIは 共 役,1.1、[:オー-L∫ラ研 究 に 資 す る.J]i常に
ユ ニ ー.一クな デ ーー 夕 を提 供 す る と期 行セさ れ て い
る.
曝 ・這、町廿　 　 　 　 　 　 　 Lt　「〔r
